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～航空自衛隊へＦ15墜落事故に
関する申し入れ～

～東日本大震災被災地視察～

伝統文化の継承と
新しい文化の創造
～太鼓フェスティバル in なは
  創作エイサーコンテスト～

事故の原因究明と
再発防止対策を要請

災地への支援と
防災対策の参考に

8月期国宝特別展示「尚家の織物衣裳～縞・花織」開催！期間：8/12～8/31（那覇市歴史博物館 ☎869-5266）

　

伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
、青
少
年
の
育
成
を
ね

ら
い
と
し
て
、６
月
26
日
那
覇
市
民
会
館
で「
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｉ
ｎ
な
は　

創
作
エ
イ
サ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、回
を
重
ね
る
毎
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、今
回
も
迫
力
あ
る
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
が
発
表
さ
れ
る
と
出
演
者
か
ら
は
嬉
し
涙
や
悔
し
涙
が
こ
ぼ

れ
、若
者
達
の
エ
イ
サ
ー
に
か
け
る
情
熱
や
、新
し
い
文
化
の
創
造
が

感
じ
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
５
日（
火
）、航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
所
属
の
Ｆ
15
戦
闘
機
が
、

戦
闘
訓
練
中
に
墜
落
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
に
対
し
７
月
７
日（
木
）、翁
長
市
長
は
航
空
自
衛
隊
那

覇
基
地
を
訪
れ
、所
属
航
空
機
の
機
体
安
全
点
検
・
事
故
原
因
お
よ
び

再
発
防
止
対
策
に
関
す
る
申
し
入
れ
書
を
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
司

令
の
山
田
真
史
空
将
補
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

翁
長
市
長
は
、事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
対
策
に
全
力
を
挙

げ
、そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

７
月
19
・
20
日
の
両
日
、翁
長
市
長
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
宮

城
県
塩
竃
市（
し
お
が
ま
）と
岩
手
県
大
船
渡
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、被
災
地
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
と

本
市
の
防
災
対
策
の
参
考
に
す
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
地
と
な
っ
た
両
市
に
は
、義
援
金
２
０
０
万
円
と
市
内
４
事

業
者（
株
式
会
社
オ
キ
ネ
シ
ア
、有
限
会
社
新
垣
菓
子
店
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
、那
覇
地
区
漁
業
協
同
組
合
）か
ら
託
さ
れ
た
沖
縄
の
特
産
品
の

ち
ん
す
こ
う
や
乾
燥
も
ず
く
な
ど
の
支
援
物
資
を
贈
り
ま
し
た
。

～沖縄・那覇スペシャルナイター～

東京ドームで
那覇をアピール

　

な
は
の
日（
７
月
８
日
）に
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
、プ
ロ
野

球
公
式
戦「
巨
人
対
広
島
」を「
沖
縄
・
那
覇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー
」

と
称
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
や
那
覇
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、那
覇
の
お
菓
子
が
当
る
抽
選
会
な
ど
を
行
い
、沖

縄
・
那
覇
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
に
は
、那
覇
か
ら
観
戦
ツ
ア
ー
で
参
加
し
た
約
70
名
が

「
チ
バ
リ
ヨ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」「
那
覇
キ
ャ
ン
プ
あ
り
が
と
う
」の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、声
援
を
送
り
ま
し
た
。

那覇の歴史・
文化を体感！
那覇の歴史・
文化を体感！59

バ
ー
ズ･

ア
イ

　

〜
空
か
ら
み
た
那
覇
〜

航
空
写
真
か
ら

　

 

み
え
る
も
の
Ⅰ

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

　

上
空
か
ら
地
表
を
撮
影
し
た
写
真
を

航
空
写
真(

空
中
写
真)

と
い
い
、建
物
や

地
形
が
詳
細
に
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
地

図
製
作
や
都
市
計
画
な
ど
の
分
野
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
航
空
写
真
を
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
り
、身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

那
覇
市
域
を
撮
影
し
た
航
空
写
真
の

な
か
に
、米
軍
に
よ
っ
て
戦
時
中
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。軍
事
目
的
で

撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
が
、破
壊
さ
れ
る

前
の
首
里
城
、都
市
化
す
る
前
の
集
落
、

モ
ダ
ン
な
建
築
様
式
の
沖
縄
県
庁
な
ど
、

琉
球
王
国
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
い

で
き
た
も
の
や
、近
代
的
な
建
築
物
が
生

き
生
き
と
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、那
覇
周
辺
を
写
し
た
航
空
写

真
か
ら
は
港
を
中
心
に
発
展
し
た
街
の

賑
や
か
な
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く
と
、遠
方

に
写
る
波
上
宮
、那
覇
港
を
出
入
港
す
る

大
型
船
、近
代
的
な
石
油
タ
ン
ク
、屋
根

に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
描
か
れ
た
商
船
会
社

な
ど
が
写
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。面
と
点
で
航
空
写
真
を
見
る
こ
と
で

よ
り
多
く
の
こ
と
が
発
見
で
き
ま
す
。

　
一方
、銘
苅
一帯
を
写
し
た
航
空
写
真
に

は
、琉
球
王
国
時
代
に
伊
是
名･

伊
平
屋

両
島
の
地
頭
職
を
務
め
た
伊
是
名
家
の

墓
が
写
っ
て
い
ま
す
。こ
の
墓
は
現
存
し

て
お
り
、銘
苅
墓
跡
群
の
ひ
と
つ
と
し
て

国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
で

は
、墓
の
周
辺
に
銘
苅
庁
舎
や
消
防
本
部

が
建
ち
、賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、当

時
の
航
空
写
真
を
見
る
と
畑
が
広
が
っ

て
い
て
、閑
静
な
集
落
だ
っ
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、こ
の
よ
う
な
航
空
写
真

を
用
い
て
鳥
の
目
線(

バ
ー
ズ･

ア
イ)

か

ら
見
た
那
覇
の
町
並
み
の
変
遷
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。企
画
展
が
親
と
子
、祖
父

母
と
孫
の
間
で
の
話
の
種
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

﹇
開
催
期
間
﹈7
月
16
日（
土
）〜

9
月
28
日（
水
）10
時
〜
19
時

木
曜
日
は
休
館

■費
一
般
3
0
0
円

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
歴
史
博
物
館

(

パ
レ
ッ
ト
く
も
じ

4
階)

☎
８
６
９・５
２
６
６

壺屋焼物
博物館
開館時間10時～18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
☎862-3761 6862-3762

上空から那覇を望む（1944年）
近代的な石油タンク
那覇港を出入港する大型船

夏休み自由研究お助けツアー
クイズ感覚で博物館を楽しみながら調べられる絶好の機会です！ぜひご参加ください。

学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。
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2
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8月9日(火)～14日(日)10時半集合(約1時間半)日 小・中学生対
観覧料105円（ただし市内の小・中学生は無料）費

8月21日(日)10時から1時間程度日 (常設展の観覧料)一般315円　費
不要。当日博物館1階受付前に集合申

不要。期間中午前10時半までに博物館1階受付前に集合申
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